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企業理念
私達は創造的な知恵と技術で

流体制御と自動化を革新し

豊かな社会づくりに貢献します。

経営理念
 1. 社会的責任の自覚

 2. 地球環境への配慮

 3. 顧客志向の徹底

 4. 技術革新への挑戦

 5. 人材重視の企業風土

トップコミットメント

当社は自動化技術のパイオニアとして、自動
車・半導体・医薬品などをはじめとする幅広
い分野で、日本国内のみならず海外のお客様の
自動化に貢献してまいりました。そして私たち
の事業活動を展開することが、企業理念にある
豊かな社会づくりの実現につながると考えてい
ます。

今年６月にインドネシアの生産工場を竣工、
そして国内では本社小牧工場において自動機
械の組立工場を８月に竣工し、それぞれ生産を
開始いたしました。今後はメキシコ、インドなど
で生産・販売体制を整備し、お客様の近くで事
業活動に取り組んでまいります。

国内外の生産・販売体制に注力する中、それ
らを支える会社の基盤作りにも力を入れていま
す。
どこの国でも働ける柔軟な人材を育てるた
め、日本の社員が海外法人に短期間赴任する
「トレーニー制度」を既に導入し、さらに昨年か
らは海外のナショナルスタッフが日本で研修す
る「逆トレーニー制度」を開始しました。各国の
スタッフが交流を深め成長することにより、販
売、生産、そして彼らの手による商品開発が更
に進んでいくものと期待しています。

当社は自動化技術のパイオニアとして、自動
車・半導体・医薬品などをはじめとする幅広
い分野で、日本国内のみならず海外のお客様の
自動化に貢献してまいりました。そして私たち
の事業活動を展開することが、企業理念にある
豊かな社会づくりの実現につながると考えてい
ます。

今年６月にインドネシアの生産工場を竣工、
そして国内では本社小牧工場において自動機
械の組立工場を８月に竣工し、それぞれ生産を
開始いたしました。今後はメキシコ、インドなど
で生産・販売体制を整備し、お客様の近くで事
業活動に取り組んでまいります。

国内外の生産・販売体制に注力する中、それ
らを支える会社の基盤作りにも力を入れていま
す。
どこの国でも働ける柔軟な人材を育てるた
め、日本の社員が海外法人に短期間赴任する
「トレーニー制度」を既に導入し、さらに昨年か
らは海外のナショナルスタッフが日本で研修す
る「逆トレーニー制度」を開始しました。各国の
スタッフが交流を深め成長することにより、販
売、生産、そして彼らの手による商品開発が更
に進んでいくものと期待しています。

海外展開について

グローバル化への人材育成

C K D株式会社

代表取締役社長

2015年 10月

CKD で働いている社員の約３０％が女性で
す。この女性社員がより力を発揮できるよう、
仕組みやルールを改善することにより、全社員
の意識改革が進むように取り組んでいます。こ
のように女性社員のみならず、上司、部門長、男
性社員へのダイバーシティ研修についても強化
しています。
また、たくさんの知識、経験を持っているシニ

ア世代にも活躍してもらうために、早くから「生
涯現役制度」を取り入れ、定年後も高いモチ
ベーションをもって働いてもらっています。

昨年、社会貢献の基本方針を「良き企業市民
として社会とのかかわりを大切にし、社会貢献
活動を推進し、豊かな社会づくりに貢献します」
と定めました。小学生を対象とした「モノづくり
理科教室」の開催、社員による「森づくり活動」
「地域の清掃活動」など取り組んでいます。引き
続きこのような活動を充実させ、社員自ら積極
的にボランティア活動に参加し、多くの場面で
社会に貢献してくれることを期待しています。

これからも社業を通じ、持続可能な社会の実
現を目指してまいります。
引き続き変わらぬご支援、ご指導を賜ります

ようお願い申しあげます。

CKD で働いている社員の約３０％が女性で
す。この女性社員がより力を発揮できるよう、
仕組みやルールを改善することにより、全社員
の意識改革が進むように取り組んでいます。こ
のように女性社員のみならず、上司、部門長、男
性社員へのダイバーシティ研修についても強化
しています。
また、たくさんの知識、経験を持っているシニ

ア世代にも活躍してもらうために、早くから「生
涯現役制度」を取り入れ、定年後も高いモチ
ベーションをもって働いてもらっています。

昨年、社会貢献の基本方針を「良き企業市民
として社会とのかかわりを大切にし、社会貢献
活動を推進し、豊かな社会づくりに貢献します」
と定めました。小学生を対象とした「モノづくり
理科教室」の開催、社員による「森づくり活動」
「地域の清掃活動」など取り組んでいます。引き
続きこのような活動を充実させ、社員自ら積極
的にボランティア活動に参加し、多くの場面で
社会に貢献してくれることを期待しています。

これからも社業を通じ、持続可能な社会の実
現を目指してまいります。
引き続き変わらぬご支援、ご指導を賜ります

ようお願い申しあげます。

ダイバーシティの取り組み



暮らしのあらゆるシーンで何気なく使用している商品にCKDの技術が活かされています。薬、食品、コンピュータ機器…
より快適で便利な毎日の暮らしを支えるための技術が、広く社会に浸透しています。
さらに今、環境やエネルギーといった新たな時代の課題解決に向けた製品の開発にも積極的に取り組んでいます。

企業を支える役割がある　～自動化や省力化に貢献する製品～

世界トップクラスの省スペースと検査
精度を実現した医薬品用ブリスター包装
機のインライン検査機。高品質な薬の包
装を実現するために重要な機能のひとつ
が、異物を検査する検査機械「フラッシュ
パトリ」です。

普段目にすることも多い、個別包装された錠剤やカプ
セルなどの薬ですが、中の錠剤やカプセルが欠けていた
り、髪の毛やほこりなどのゴミの混入などは、あってはな
らないことです。

そのためCKDの包装機では、包装するだけでなく、錠
剤の形状や異物をチェックする検査機械「フラッシュパ
トリ」を提供しています。１分間に数千錠を包装する包
装機のスピードに合わせた検査が必要になります。

また、近年は薬の視認性向上や差別化のため、形状や
色など多種多様になってきています。それらに対応し、
検査するスピードを速く、さらに安定した検査精度を持
つ検査機の開発に取り組みました。

パッッ！と消える技術

医薬品用ブリスター包装機のインライン検査機
フラッシュパトリ 　ＦＰ630・330

社会的課題とニーズ

800万画素の高解像度カメラで撮影した画像から17
以 上の様々な検 査をします。検 査は、１分間に最 大
6,000錠を行うことができ、これは、世界最高クラスの
スピードと安定した検査精度を実現します。

最近、増加傾向にあるレーザー印字や褐色錠剤などに
も対応しています。また、カメラの撮影機構を集約する
ことで、設置スペースは世界最小クラスとなり、スペース
の制約で搭載出来なかった包装機へも搭載が可能とな
ります。

製品の特長
内蔵されているフラッシュパトリ

パッ!!

錠剤のアルミシートには薬の製品名やメーカー名等がプリントさ

れています。この文字や色が混在する錠剤シートの中から、髪の毛

などのゴミだけを写すことができたら…というのが始まりです。試

行錯誤の結果、赤外線で撮影することで、人の目とは異なる映像を

写すことができました。

例えば、髪の毛やゴミは赤外線を吸収するため黒く写りますが、

プリントに使われる特殊なインクは赤外線を透過するため、まるで

プリントが無いかのように透けて写ります。

今回の異物検査装置「フラッシュパトリ」を使うためには、赤外線

に対応したアルミシートが必要です。アルミシートのメーカーはフ

ラッシュパトリ用に赤外線を透過する特殊なインクを開発し、お客

様である薬品メーカーはフラッシュパトリを使うためにそのインク

を使ったアルミを採用します。今では世の中の薬品用シートのほぼ

100％がフラッシュパトリ対応のアルミを使用しています。

今のフラッシュパトリではカバーしきれていない検査もお客様か

らニーズとしてあります。まだまだテーマは尽きません。

田口 幸弘田口 幸弘 神戸 聡神戸 聡 脇田 隆司脇田 隆司

企業を支える役割がある　～自動化や省力化に貢献する製品～

小型にするには、この方法しかない!!

「従来よりも小型のエアジャイロを作れるか？」とお客様に打診さ

れたとき、「そのまま小さくしたのでは円形の静圧軸受部分の面積

が小さくなり精度がでない。設計を１から見直すことが必要だ」と考

えました。従来の製品は、幅48㎜の本体は正方形の形状で静圧軸

受を円形にして面積を確保し、高精度な平行調整を行っていました

が、小形にするためには、本体の形を正方形から長方形に変えるこ

とで幅を小さくする必要があります。そこで、静圧軸受を長方形に

近い形に変更し、精度が保てるように幾度となく調整を繰り返しま

した。この方法しか小さくすることはできないと確信していただめ、

ただ突き進むだけでした。

何とか試作品を完成させお客様に持って行ったとき、もっと小さ

くしてほしいとの要求があり、また振出しに。

最終的には、1年ほどの開発期間を経てゴルフ

ボールほどのサイズに小さくすることができ

ました。

平行調整を自動化するエアジャイロは、

CKDが初めて開発した製品です。今

後もお客様の生産効率改善の要望

に応えられるように、製品を成長さ

せていきたいと考えています。

高精度な平行調整を自動で行う
エアジャイロ　LBC-R80-OHDシリーズ

社会的課題とニーズ 製品の特長

伊藤 秀和伊藤 秀和

スマートフォンやタブレットなどが急速に普及し、そ
の頭脳となるICチップをガラス基板に実装する工程で
は、不良なく正確に実装するため、ICチップとガラス基
板をミクロン単位で平行に調整する必要があります。

そのためICチップの種類が変わるごとに、平行を調整
する必要があり、1回の調整で数時間を要する手間のか
かる作業でした。その作業を、エアジャイロは基準面を
倣い面に押し当てるだけで設定が完了します。

最近は、製品の小型化が進むとともに、搭載される部
品も小型化しており、ICチップを接着させるガラス基板
の面積が小さくなってきています。限られた面積に効率
よくICチップ
が並べられる
よ う に エ ア
ジャイロの小
型化が課題で
した。

2014年に発売した超小型エアジャイロは、業界最小
サイズの幅28mmで、限られた面積のガラス面にICチッ
プを数多く並べられるようにエアジャイロの幅を最小限
にしました。超小型でありながら、実装の際の荷重で平
行のズレが生じないよう500N（50kg）の高荷重まで
耐えることができ、さらにICチップを載せる際にずれが
生じないように回り止め精度が±0.2°と高精度を実現
しました。

超小型エアジャイロの開発により、手作業で行ってい
た平行調整を自動で行うことができ、作業工数の大幅な
削減や、効率的な生産に大きく貢献します。

加圧 加圧 真空 真空加圧

ベース
倣い面（接合面）
基準面

静圧軸受部

①静圧軸受部に空気を
流し、空気の力で接合
面を浮上させる

②接合面を基準面に押
し当てる

③空気の力で浮上して
いる接合面が回転し
て、基準面の傾きが転
写される

④基準面を押し当てた
まま、空気を抜いて真
空にする

⑤真空吸着させ、調整し
た角度のまま強力に
固定する

エアジャイロの原理エアジャイロの原理

エアジャイロは、貼り合せ装置や接合装置などの接合面で自動に平行調整を行う機器です。
今回、業界最小サイズ、幅28ｍｍのエアジャイロは、器具の平行調整が必要な場面で、瞬時に
高精度な平行調整を行い、生産性の効率化と設備の自動化を可能にします。
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世界を支える役割がある
機器、自動機械ともに海外事業の拡大に伴い、国内工場の役割の大切さも増しています。
国内の工場は、最先端の開発力、効率の良い生産方法、信頼される品質を実現することで、常に海外工場をリードし、
頼られる存在、すなわちマザー工場化を目指しています。

日本で生産された製品の輸入販売や工場で生産された製品の販売および現
地部品の調達を行います。
また、技術サービス・アフターサービス・製品講習会技術サービスなどの
技術アドバイスを行います。

10 年前に比べ、売上高に占める海外の割合が 3 倍ほどに増えています。
今後も増加が予想され、ますます海外での工場・営業の役割が重要になっ
てきます。

●ファインシステム機器●空気圧シリンダ

日本

アジア

その他

日本

アジア
その他

2014 年度2004 年度

売上高

自動機械から省力・冷熱・精密機械の機器商品まで
幅広い技術を集約
敷地面積 :75,413 ㎡　　社員：854 名

空圧シリンダの開発から生産までの一貫体制を整備
敷地面積 :15,203 ㎡　　社員：219 名

インドネシアの国内、周辺地域のお客様に対応
（2015 年３月設立）

半導体市場への供給基地
（2002 年 8 月設立）

国内工場の役割

海外工場の役割

国内工場は最先端の工法、効率的な生産方法、そして高い品質を実現する
ことで常に海外工場をリードしています。
生産のグローバル化が進み、海外生産拠点が拡大すればするほど、国内工
場が一層重要な役割を担うようになってきます。

インドネシア工場 CKD 韓国

小牧・本社工場

犬山工場
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世界を支える役割がある

●空気圧シリンダ

●空気圧シリンダ●空気圧シリンダ ●流体制御バルブ

●空気圧補助機器 ●自動包装機械

●アブソデックス

●流体制御バルブ

●空気圧バルブ

半導体製造向け機器など流体制御機器を開発から
製造までの一貫した体制で取り組む
敷地面積 :33,962 ㎡　　社員：441 名

ASEAN 市場への供給基地
（1988 年 5 月設立 ）

ASEAN 市場への供給基地
（1984 年 8 月 設立）

精密小形バルブの加工から組み立てまで一貫生産
敷地面積 :78,608 ㎡　　社員：314 名

タイ工場 マレーシア工場

東アジア市場への供給基地
（2003 年 1月 設立）

中国工場春日井工場

四日市工場
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大きな災害にも備えています

初動対応の中心となる総務・人事部門および防災団員
を対象として教育を行い 「BCP初動対応訓練」を実施
しています。
BCP初動対応訓練では、大震災直後の状況下におい
て、社員・近隣住民の方の安全確保や支援に加えて、周
辺の被災情報や余震情報の収集を行うなど、それぞれ
の役割を果たせるかの訓練を行っています。

＜その他の初動訓練＞
①避難訓練
地震発生の30秒前に緊急地震速報が発報したこと
を想定し、各職場単位で作成している避難計画に
従って避難訓練を行っています。避難点呼完了後、各
部門長より非常事態発生時の対応についての指導や
緊急連絡先の再確認を行っています。

②救急訓練
心臓マッサージ
とAED（自動体
外式除細動器）
の使用方法に加
え、応急手当につ
いて救急訓練を
実施しています。

③消火訓練
防災団の消火隊
は放水や消火器
の使用方法につ
いて、訓練を行っ
ています。

緊急地震速報の設置
東海地方においては、巨大な地震が発生すると推測され、
いつ起こってもおかしくない状況です。
これらの大地震に備え、小牧工場、春日井工場、犬山工場、
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定セミナーを開催しました。購買先様と一緒にBCPについ
て 勉 強 し 、共 に
BCP策定を目指す
活動を進めなが
ら、双方の事業継
続と発展を目指し
てまいります。

今年行われたBCP事業復旧訓練では、「事業継続要領」
に基づき作成している「復旧フロー」や「復旧手順書」の
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今後も、継続的に訓練を実施し、大規模な災害が発生し
た場合に、有効に機能させることができるBCPの策定
に努めてまいります。

初動対応初動対応 復旧対応復旧対応

日常の教育・訓練

このほかにも…
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大規模な地震・火災・台風等、甚大な被害が発生した場合に備えて、
人命の安全を最優先に考え、地域の皆様やお取引先様の復旧支援と自
社の事業を継続させるためにBCP（事業継続計画）を策定しています。
CKDのBCPは、災害発生直後に人命安全確保の観点で実施する

「初動対応」と、初動対応が一定完了した後に事業を復旧するために実
施する「復旧対応」に分類して策定しています。

大きな災害にも備えています

＜防災対策カード＞
社員一人一人に防災対策カードを携帯さ
せ、社員の防災意識を高めています。
緊急事態の初期動作の
基本手順や緊急連絡先
などが確認できます。

＜備品の準備＞
緊急事態に備え、各営業所・工場に備蓄を行っていま
す。
①帰宅する社員へ配布するための帰宅支援セット（乾

パン・水など）の準備
②帰宅困難者用の「備蓄米」「保存水」の準備
③断水時にも飲料水を

確保するために浄水
装置を用意

④初動対応における停
電時の電力供給源と
して発電機を用意

避難・安否確認・消火活動・救護活動・被災者支援などについての役割
と必要な対応を明確にした「初動対応マニュアル」を策定し、緊急事態
に備え、それぞれ訓練を行っています。

災害および自然災害の発生により事業継続が困難に至った場合を
想定し、お客様への影響を最小限にするために迅速に事業を再開でき
るよう活動計画を策定しています。復旧対応についても、訓練を行い、
緊急事態に備えています。

事業が中断した場合に生じる影響について、自社への影
響・お客様への影響・取引先様への影響・地域社会への
影響という視点から考え、特に対策の必要な事象を選
定しています。

①復旧計画
「BCP災害復旧計画書」「復旧フロー」「復旧手順書」
を作成しています。

②事業継続に必要な文書のバックアップ

③要員の確保
被災した施設や設備の復旧等への対応として必要な
要員を事前にリストアップしています。

④耐震対策
地震発生時において、人命の安全に加えて、早期に事
業復旧させるために建物の耐震強化、設備、計器の固
定、重要なシステムの耐震対策を行っています。

初動対応初動対応

復旧対応復旧対応

初動対応初動対応 復旧対応復旧対応

事前準備・対策

BCPBCP

　地震　　　　 等の発生に備えて活動する工場火災

BCM(Business Continuity Management)
事業継続マネジメント

BCP(Business Continuity Plan)
事業継続計画

大災害に備えて

事前に準備して

見直し、改定

教育・訓練教育・訓練を行う
総合防災訓練・復旧訓練

1) 初動対応1) 初動対応

2) 復旧対応2) 復旧対応

■ 事業継続要領により準備する
 ・ 重要業務の選定
 ・ 被害想定 / リスク分析
 ・ BCP 災害復旧計画書
 ・ BCP 復旧フロー / 手順書

■ 防災管理規定により準備する
■ 防災団運営要領により準備する
 ・ 初動対応マニュアル
  （各拠点、総務・人事部門、防災団等）

最短期間で復旧する
ための準備

災害発生直後に被害を
最小にする準備
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会社概要

・ 名古屋市に 「日本航空電機株式会社」

 として設立、資本金1,000万円

・ 航空機の電装部品等の製造販売を開始

・ 社名を「中京電機株式会社」と改称

 事業目的：電気機械器具の製造、修理、

 販売

・ 管球機械製造開始

・ 各種ソレノイドおよび空圧シリンダ、

 バルブの量産開始

・ 機械部門に加えて機器部門を確立

・ 愛知県小牧市に新工場を建設し、移転

・ 名証2部に株式上場

・ 名証1部に株式上場

・ 社名を「シーケーディ株式会社」と改称

・ 東証1部に株式上場

・ マレーシアに「M-CKD PRECISION SDN.BHD.」設立

・ アメリカに「CKD USA CORPORATION」設立

・ タイに「CKD THAI CORPORATION LTD.」設立

・ シンガポールに「CKD SINGAPORE PTE.LTD.」設立

・ 新コーポレートステートメント、ロゴ、カラー

 およびコミュニケーションネームを制定

・ CKDコントロールズ株式会社を合併

・ CKD精機株式会社、CKDプレシジョン

 株式会社を合併

・ 中国に「喜開理（上海）機器有限公司」を設立

・ 韓国に「CKD韓国株式会社」を設立

・ 国内販売子会社を統合

・ 中国に「喜開理（中国）有限公司」を設立

・ オランダに支店開設

・ 台湾に「台湾喜開理股　有限公司」を設立

・ シンガポールに支店開設

・ 社名を「CKD株式会社」と改称

・ 国内に「CKDフィールドエンジニアリング株式会社」を設立

・ 中国に喜開理（中国）有限公司の新工場竣工

・ インドネシアに「PT CKD TRADING INDONESIA」を設立

・ ベトナムに「CKD VIETNAM ENGINEERING Co.,LTD.」を設立

・ インドネシアに「PT CKD MANUFACTURING INDONESIA」を設立

・ メキシコに「CKD MEXICO, S. de R.L. de C.V.」を設立

1943年創立以来70年以上にわたって自動化技術や流体制御技術の研究開発に取り組み、
暮らしのあらゆるシーンで何気なく使用している商品にCKDの技術が活かされています。
さらに今、環境やエネルギーといった新たな時代の課題解決に向けた製品の開発にも積極的に取
り組んでいます。

CKD株式会社

1943年４月２日

110億16百万円

3,294名（15年3月末時点連結）

833億79百万円（15年3月末）

東証、名証１部

会社概要

連結業績推移

沿革
社 名

設 立

資 本 金

従 業 員 数

売 上 高

株 式 上 場

事 業 内 容

自動機械装置および省力機器、空気圧
制御機器、駆動機器、空気圧関連機器、
ファインシステム機器、流体制御機器
など機能機器の開発・製造・販売・輸出

〒485-8551　
愛知県小牧市応時二丁目250番地

　代表電話（0568）77-1111
本 社

●売上高（百万円）

●経常利益（百万円）

●営業利益（百万円）

1943年

1945年

1947年

1956年

1961年

1962年

1971年

1979年

1984年

1985年

1988年

1989年

1995年

2000年

2001年

2002年

2003年

2007年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

4月

10月

5月

12月

6月

10月

2月

7月

11月

8月

10月

5月

6月

10月

1月

10月

10月

8月

1月

12月

4月

1月

7月

11月

10月

5月

6月

8月

3月

7,528

6,213

3,517

8,136
8,735

0

2,500

5,000

7,500

10,000

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

7,502

6,067

3,244

7,883
8,363

0

2,500

5,000

7,500

10,000

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

72,020 72,804
65,031

75,491
83,379

0

25,000

50,000

75,000

100,000

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度
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事務所 5箇所
 シカゴ・シンシナティ・サンノゼ
 サンアントニオ・デトロイト

アメリカ
CKD USA CORPORATION11

事務所 1箇所
 ケレタロ

メキシコ
CKD MEXICO, S. de R.L. de C.V.12

NORTH AMERICANORTH AMERICA

台湾喜開理股　有限公司

事務所 27箇所
 上海浦西・上海浦東・寧波・杭州
 無錫・蘇州・昆山・南京・広州
 東莞・厦門・烟台・重慶・西安
 成都・武漢・長沙・鄭州・北京
 天津・長春・大連・藩陽・青島
 済南・深　西・深　東　

工   場 １箇所

中華人民共和国
喜開理(中国)有限公司

喜開理(上海)機器有限公司CKDイギリス事務所

オランダ
CKDヨーロッパ支店

イギリス

CKDチェコ事務所
チェコ

CKDドイツ事務所 フランクフルト
ドイツ

事務所 ４箇所
 台北・新竹・台南・台中

台湾

工   場 １箇所
事務所 ４箇所
 ソウル・水原・天安・蔚山

大韓民国

CKD KOREA CORPORATION

CKD SINGAPORE PTE. LTD.
CKD アジア・パシフィック支店

工   場 １箇所
事務所 ４箇所
 シャーラム・ジョホールバル
 マラッカ・ペナン

マレーシア

M-CKD PRECISION SDN. BHD.

シンガポール

工   場 １箇所
事務所 ９箇所
 バンコク・ラヨーン・ナバナコン
 アマタナコン・イースタンシーボード
 コラート・ランプーン・プラチンブリ
 サラブリ

タイ

CKD THAI CORPORATION LTD.

CKDインドデリー駐在員事務所
CKDインドバンガロール駐在員事務所

インド

インドネシア

生産拠点
販売拠点

JAPAN

春日井工場 四日市工場 犬山工場

1

1

2
2 3

3 5
7
105

8

9
4 6 4

11

12

1

2

1

4

CKD VIETNAM　ENGINEERING Co.,LTD.
事務所 １箇所
 ハノイ

ベトナム
9 PT.CKD TRADING INDONESIA

事務所 １箇所
 ジャカルタ

10

PT CKD MANUFACTURING INDONESIA
工   場 １箇所

5

2
3

3
5

7
8

4
6

●自動機械東京営業部
●東部営業部
 仙台営業所・宇都宮営業所・北上営業所
 山形営業所・太田営業所
●東京営業部
 東京営業所・立川営業所・茨城営業所
 千葉営業所・さいたま営業所・長岡営業所
●南関東営業部
 横浜営業所・厚木営業所・甲府営業所

●自動機械名古屋営業部
●自動機械海外営業部
●名古屋営業部
 名古屋営業所・小牧営業所・松本営業所
 富山営業所・金沢営業所・四日市営業所
●東海営業部
 豊田営業所・三河営業所・浜松営業所・静岡営業所

●自動機械大阪営業部
●大阪営業部
 大阪営業所・大阪東営業所・滋賀営業所
 京都営業所・奈良営業所・神戸営業所
●西部営業部
 広島営業所・岡山営業所・山口営業所
 高松営業所・松山営業所・福岡営業所・熊本営業所

大
阪
支
店

名
古
屋
支
店

東
京
支
店

半導体製造装置向け機器などの
流体制御機器の生産工場

本社工場

自動機械・FA事業のメイン工場

国内外のニーズに対応する
空気圧機器のメイン工場

高機能・高性能をめざす
空気圧シリンダのメイン工場

EUROPEEUROPE ASIAASIA

主要事業拠点

お客様のもとへ最適な商品とサービスを迅速・確実にお届けするため、国内外にきめ細かなネットワー
クを構築。世界中でお客様を強力にサポートしています。
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さまざまな機械の中や、工場の生産ラインに組み込まれる製品や、
生活を便利に快適にするための製品

自動で組立や包装をする機械と、その機械に組み込まれる装置

食品や医薬品を包装する機械

例えば、病院で処方される錠剤など。
１錠１錠をポケットのような樹脂
フィルムに入れて包装するのも
CKD の機械です。

リチウムイオン電池の製造やプリ
ント基板のはんだを検査する機械

蛍光灯、自動車球などの照明を
作る機械

水・空気・ガス・蒸気・油など流したり止めたり、
必要な量に調整や、必要な量を測るための製品

流体制御機器の中でも、半
導体・液晶などの製造工程
で使用できる製品

例えば、洗車機。ボタンを押すと一定量の水が出てきて洗
車を始めます。その水を出したり・止めたりしているのも
CKD の製品が使われています。

物を動かしたり、つかんだり、組み立てたりするた
めの製品とそれを動作させるための製品

製品の動力として、空気（圧
縮空気）の力を利用するも
の

製品の動力として、電気を
利用するもの

電気を利用してモノを動かした
り、運んだり、回転させたり…
欲しい場所へ動かします。

空気圧制御機器
空圧バルブ

駆動機器
空圧シリンダ

空気圧関連機器
FRL
ドライヤなど

省力機器
アブソデックス
インデックス

駆動機器
電動アクチュエータ

ファインシステム機器
プロセスガス用バルブ
薬液用バルブ
高真空機器

例えば、車を作る工場。自動車は、一台一台人間が手作業
で作っているわけではありません。
自動車を作るために、使われている産業用機械装置や産業
用機器として CKD の製品が使われています。 

例えば、スマートフォンや携帯電話
の電池パック。この電池パックを作
るための機械も CKD 製品です。

例えば、部屋を照らす蛍光灯、車の
ヘッドライトなど。身近で見られる
照明機器をはじめ、産業分野で使用
される電子管の製造も CKD の機械
です。

錠剤の他にも、注射器などの医療機
器の包装や、ゼリーなどの食品の包
装をする機械

包装機械
薬品用包装機
医療用包装機
食品用包装機

リチウムイオン電池の核となる素子
を製造する機械や、プリント基板の
クリームはんだの検査をする機械

産業機械
リチウムイオン電池用捲回機
三次元はんだ印刷検査機

各種電球、蛍光灯、自動車球などの
ランプ製造の他に、その技術を応用
した電子管を製造する機械

照明機械
ランプ製造装置

流体制御機器
流体制御バルブ
薬液用バルブ

使用できる流体は、水・温
水・乾燥空気・蒸気・油・
灯油・真空・クーラント液・
薬液・燃焼ガスなど

主要製品紹介主要製品紹介
機器商品 自動機械

自動車・家電・半導体など、あらゆる産業分野の自動化に貢献する製造メーカーです。
その独自の最先端技術は、国内のみならず世界のモノづくりの現場で高い評価をいただき、
多くの技術分野で豊富な実績を有しています。
主要な製品は大きく２つに分かれています。

空
気
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関
連
機
器

空
気
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駆
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機
器

フ
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イ
ン
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ス
テ
ム
機
器

流
体
制
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自
動
機
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装
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器
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コア・ステークホルダー

ステークホルダー

企業理念

経営理念

行動規準

CKDのCSR

 1. 社会的責任の自覚
 2. 誠実な行動
 3. 法の順守
 4. 情報の開示
 5. 環境保全
 6. 顧客志向
 7. 技術革新への挑戦
 8. 人材重視
 9. 適正な業務遂行と改革
 10. 組織力の発揮

行動規準

本業を通じて持続可能な社会の実現に貢献していくため、CSR経営に基づいた
企業理念、経営理念を掲げてCSR活動を推進しています。
企業理念、経営理念、行動規準に基づき、企業としてステークホルダーの皆さまに対して
果たすべき「法的責任」、「倫理的責任」、「経済的責任」、「社会貢献的責任」を的確に遂行しています。

 1. 社会的責任の自覚
 2. 地球環境への配慮
 3. 顧客志向の徹底
 4. 技術革新への挑戦
 5. 人材重視の企業風土

経営理念

私達は創造的な知恵と技術で
流体制御と自動化を革新し
豊かな社会づくりに貢献します。

企業理念

2005年 11月 CSR推進委員会の設置
2006年 1月 CSR経営に基づいた新しい
  企業理念・経営理念の制定
2006年 3月 専任部署「CSR推進室」を設置
2007年 4月 企業理念・経営理念を実現する
  ための行動規準の制定
2012年 4月 行動基準マニュアルの発行
2014年 9月 社会貢献の基本方針の制定

地球環境

地域社会

株主様・投資家様

従業員・家族

お取引先様

お客様

地球環境保全を最重要課題と認識し、
事業を通じて省エネ・省資源化を進めます。

地域社会と共存し、地域の発展に貢献できる企業を
目指します。

積極的な情報開示と対話に努め、透明性を確保して
継続的に利益を還元し続けます。

全ての従業員が生きがいを持ち、健康で安全に
働ける職場作りを目指します。

公平・公正な取引きによりパートナーシップを強め、
取引先との相互発展を目指します。

安全・品質を重視し、地球環境に配慮してお客様に
ご満足いただける商品･サービスを提供します。

ステークホルダーの皆さまへの責任
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 2. 誠実な行動
 3. 法の順守
 4. 情報の開示
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 6. 顧客志向
 7. 技術革新への挑戦
 8. 人材重視
 9. 適正な業務遂行と改革
 10. 組織力の発揮

行動規準

本業を通じて持続可能な社会の実現に貢献していくため、CSR経営に基づいた
企業理念、経営理念を掲げてCSR活動を推進しています。
企業理念、経営理念、行動規準に基づき、企業としてステークホルダーの皆さまに対して
果たすべき「法的責任」、「倫理的責任」、「経済的責任」、「社会貢献的責任」を的確に遂行しています。

 1. 社会的責任の自覚
 2. 地球環境への配慮
 3. 顧客志向の徹底
 4. 技術革新への挑戦
 5. 人材重視の企業風土

経営理念

私達は創造的な知恵と技術で
流体制御と自動化を革新し
豊かな社会づくりに貢献します。

企業理念

2005年 11月 CSR推進委員会の設置
2006年 1月 CSR経営に基づいた新しい
  企業理念・経営理念の制定
2006年 3月 専任部署「CSR推進室」を設置
2007年 4月 企業理念・経営理念を実現する
  ための行動規準の制定
2012年 4月 行動基準マニュアルの発行
2014年 9月 社会貢献の基本方針の制定

地球環境

地域社会

株主様・投資家様

従業員・家族

お取引先様

お客様

地球環境保全を最重要課題と認識し、
事業を通じて省エネ・省資源化を進めます。

積極的な情報開示と対話に努め、透明性を確保して
継続的に利益を還元し続けます。

地域社会と共存し、地域の発展に貢献できる企業を
目指します。

全ての従業員が生きがいを持ち、健康で安全に
働ける職場作りを目指します。

公平・公正な取引きによりパートナーシップを強め、
取引先との相互発展を目指します。

安全・品質を重視し、地球環境に配慮してお客様に
ご満足いただける商品･サービスを提供します。

ステークホルダーの皆さまへの責任

コーポレート・ガバナンス

「信頼」「健全」を第一に考えて企業活動を行っています。

コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方
当社は、ステークホルダーの皆様から好感を持たれ、

信頼され続ける企業となるために、健全で効率的な経
営を実現し、経営内容の透明性を高めるための仕組み
としてコーポレート・ガバナンスを、一層充実してま
いりたいと考えています。

内部統制システム
当社は、内部統制システムの基本方針を定め、当社

グループのコーポレート・ガバナンスの充実を図って
います。

監視機能
当社の監査役会は、社外監査役３名を含む４名の監

査役で構成されています。各監査役は、監査役会で策
定された監査方針および監査計画に基づき、取締役会
をはじめとする重要な会議への出席や、業務および財
産の状況調査を通して、取締役の職務執行を監査して
おり、内部監査部門および会計監査人とは、定期的ま
たは必要の都度、情報交換を行うことにより連携を
図っています。

推進体制
当社は、企業価値を継続的に高めていくために、経

営の迅速な意思決定が重要な課題の一つであると認識
しています。毎月行う取締役会のほか、役員を中心に
構成する「常務会」を開催し、急激な経営環境の変化
に対応しています。また、経営会議では、取締役およ
び部門長出席のもとで、経営課題の討議、事業環境の
分析、業績計画の進捗状況の報告などを通じて、情報
を共有し経営判断に反映させています。

経営の透明性・客観性を担保するために、取締役６
名のうち２名を社外取締役とし、それぞれ任期を１年
として、経営責任を明確化しています。

さらに、コーポレート・ガバナンスを充実させてい
くために、ステークホルダーの皆様方とのコミュニ
ケーションが重要であると考え、日常の IR 活動のほ
か、ホームページなどを通じて経営、財務情報等の提
供を積極的に行っています。

基本方針
1. 取締役および使用人の職務の執行が法令およ

び定款に適合することを確保するための体制

2. 取締役の職務の執行に係る情報の保存および
管理に関する体制

3. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

4. 取締役の職務の執行が効率的に行われること
を確保するための体制

5. 企業集団における業務の適正を確保するため
の体制

6. 監査役の職務の補助をすべき使用人に関する
事項

7. 監査役への報告に関する体制

8. その他監査役の監査が実効的に行われること
を確保するための体制

●コーポレート・ガバナンス体制

安全保障輸出管理室

内部監査室

マネージメントシステム部

ISO担当

株主総会

監査役会
監査役

社外監査役

取締役会
取締役

社外取締役

会計監査人
会計監査

事業本部

広報室（CSR担当）

総務部

リスク管理委員会

常務会、経営会議

代表取締役

情報セキュリティ委員会

グッドバリュー推進委員会

内部統制担当

法務部

選任・解任

選任・解任

報告・連携

選任・解任

選定・解任

参加
業務監査業務監査
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コンプライアンス

社員一人ひとりが日常の中で、高い倫理観を持って誠実に行動するための行動規準を制定してい
ます。

コンプライアンスの考え方
当社は、従業員の職務執行が法令および定款に適合

し、かつ社会的責任および企業倫理を果たすため、「社
会的責任の自覚」を経営理念の一つとして定め、行動
規準を整備し、社内周知徹底を図っています。法令順
守の事例として、安全保障輸出管理規程、違法行為通
報規程を制定しています。

国内・海外コンプライアンス推進
当社は、企業理念および経営理念に基づいた行動を

実践するため、全従業員を対象に行動規準マニュアル
を配布しています。国内外の子会社についても、子会
社管理規程を定め、業務の適正を確保しています。

教育・啓発活動
当社は、従業員に対し、役割等級ごとの研修および

各部門における教育訓練により、コンプライアンス教
育を計画的に実施しています。

内部通報制度
当社グループは、社内における組織的または個人的

な法令違反行為等に関する従業員からの通報を適正に
処理する仕組みを定めることにより、法令違反行為等
の早期発見と是正を図り、法令順守を徹底しています。

個人情報保護規程
高度情報通信社会の進展に伴って、当社が取得、保

有する個人情報につき、保護の重要性を認識し、
CKD プライバシーポリシーに基づき、適正な取り扱
いを徹底しています。また、CKD プライバシーポリ
シーは当社ホームページにて公開しています。

《URL》
http://www.ckd.co.jp/privacy/index.htm

行動規準

 1. 社会的責任の自覚
 2. 誠実な行動
　 3. 法の順守
　 4. 情報の開示
　 5. 環境保全
　 6. 顧客志向
　 7. 技術革新への挑戦
　 8. 人材重視
　 9. 適正な業務遂行と改革
 10. 組織力の発揮

●通報処理体制

情報セキュリティ委員会

個人情報保護管理者【総務部長】

 情報システム
管理責任者

（情報システム部長）

監
査
責
任
者【
内
部
監
査
室
長
】

問い合わせ窓口
【対社外】
（総務部）

問い合わせ窓口
【対社内】
（人事部）

●組織図

代表取締役社長（管理責任者）

グッドバリュー推進委員会
（事務局・社内通報窓口）社外監査役

通報者

④指示③（⑦）報告

①通報 ⑧回答

②連絡②連絡
①通報等 ⑧回答

⑤調査・是正
    等の指示

⑥報告

関
係
部
門

弁護士（社外通報窓口）
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コンプライアンス

社員一人ひとりが日常の中で、高い倫理観を持って誠実に行動するための行動規準を制定してい
ます。

コンプライアンスの考え方
当社は、従業員の職務執行が法令および定款に適合

し、かつ社会的責任および企業倫理を果たすため、「社
会的責任の自覚」を経営理念の一つとして定め、行動
規準を整備し、社内周知徹底を図っています。法令順
守の事例として、安全保障輸出管理規程、違法行為通
報規程を制定しています。

国内・海外コンプライアンス推進
当社は、企業理念および経営理念に基づいた行動を

実践するため、全従業員を対象に行動規準マニュアル
を配布しています。国内外の子会社についても、子会
社管理規程を定め、業務の適正を確保しています。

教育・啓発活動
当社は、従業員に対し、役割等級ごとの研修および

各部門における教育訓練により、コンプライアンス教
育を計画的に実施しています。

内部通報制度
当社グループは、社内における組織的または個人的

な法令違反行為等に関する従業員からの通報を適正に
処理する仕組みを定めることにより、法令違反行為等
の早期発見と是正を図り、法令順守を徹底しています。

個人情報保護規程
高度情報通信社会の進展に伴って、当社が取得、保

有する個人情報につき、保護の重要性を認識し、
CKD プライバシーポリシーに基づき、適正な取り扱
いを徹底しています。また、CKD プライバシーポリ
シーは当社ホームページにて公開しています。

《URL》
http://www.ckd.co.jp/privacy/index.htm

行動規準

 1. 社会的責任の自覚
 2. 誠実な行動
　 3. 法の順守
　 4. 情報の開示
　 5. 環境保全
　 6. 顧客志向
　 7. 技術革新への挑戦
　 8. 人材重視
　 9. 適正な業務遂行と改革
 10. 組織力の発揮

●通報処理体制

情報セキュリティ委員会

個人情報保護管理者【総務部長】

 情報システム
管理責任者

（情報システム部長）

監
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（総務部）
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（人事部）
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代表取締役社長（管理責任者）

グッドバリュー推進委員会
（事務局・社内通報窓口）社外監査役

通報者

④指示③（⑦）報告
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リスクマネジメント

社会から信頼され続ける企業となるため、リスクマネジメントは重要な経営活動の一つだと考え
ています。

リスクマネジメントの考え方
当社は、事業の継続と企業価値の向上を確保してい

くために企業活動に付随する様々なリスクを識別し、
そのリスクを適正に評価したうえで、効率的かつ効果
的な経営活動を行っています。

リスクマネジメント推進体制
リスクマネジメントの推進体制などを定めた「リス

ク管理規程」を制定するとともに、リスク管理を推進
するためリスク管理委員会を取締役会直轄の組織とし
て設置しています。

リスク管理委員会は、以下の業務を行っています。

a） リスクの識別方法、評価方法、対応方法の検討
 およびリスク対応方法の決定
b） リスク対応方法の実行結果の評価およびそれに
 基づく是正処置の検討
c） 全社徹底事項の指示、連絡、要請等
d） リスク管理委員会で決定した事項の監査および
 モニタリング
e） 取締役会または常務会への報告

2014 年度は 4 件のリスクを採り上げ、対応方法
の検討をしました。

リスクへの対応
当社は、リスクを５つに大分類して識別し、リスク

管理委員会および委員で、リスクの評価、特定、対応
方法の決定を行っています。

（識別）
a) 企業経営を取り巻くリスク
 税制変更、金融市場変動、規制変更、カントリー
 リスクなど
b) 恣意的攻撃に係わるリスク
 評判損失、誘拐など
c) 自然災害、偶発的に発生するリスク
d) 事業戦略における経営上の意思決定に係わるリスク
 新規市場参入、撤退、海外進出、新機種開発、 
 設備投資、営業体制、財務戦略、ＩＴ投資、人材、
 組織の硬直化など
e) 事業運営における業務遂行に係わるリスク
 法令違反、粉飾決算、不正経理処理、不良品発生、
 クレーム対応、PL、情報セキュリティ、システム
 停止、輸出規制品、承認ミス、けが、高所転落、疾病、
 汚染物質流出、騒音など

（評価）
識別されたリスクについて、発生する可能性と実際に
発生した時の影響度を測定する。

（特定）
評価されたリスクについて、重要度と優先度からリス
クを特定する。 

（対応方法の決定）
a) 移転… 保険や契約等によりリスクを他へ転嫁する。
b) 回避… リスク発生に係わる行動および事業活動を 
  止める。
c) 分散… 損失対象となる経営資源を小単位とする。
d) 軽減… リスクを軽減させる処置を講ずる。
e) 受容… 上記の方針をとらず、リスクをそのまま受け 
  入れる。

取締役会

リスク管理委員会

委員長

代表取締役社長

事務局
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情報セキュリティ

社会から信頼される企業であり続けるために、情報管理は極めて重要な経営基盤であると認識し、
磐石な情報セキュリティ体制を構築しています。

情報セキュリティの考え方
情報セキュリティとは、コンピュータや情報の安全

性を守り、適切に活用できる状態を指し、機密性、完
全性、可用性の３つの要素に分けて捉えることができ
ると考えています。

当社では、技術情報、図面情報など機密情報の情報
セキュリティレベル向上に努めているほか、情報資産
を効率的に保護するために、セキュリティ対策を導入
し、関連要領および作業手順を定めています。

また、 情報セキュリティに適用される法令、諸規制
およびガイドラインを関連諸要領に明文化し、全従業
員への教育・訓練を実施するなど、高レベルの情報セ
キュリティ体制を整えています。

情報セキュリティ管理体制
当社は、情報セキュリティ委員会を設置し、情報機

器および情報資産、社内ネットワークの情報セキュリ
ティの管理を行っています。具体的には、個人ＩＤ/
パスワード使用管理要領を始めとする 11 項目におよ
ぶ情報セキュリティ管理規程を定め日常的な管理を
行っています。

また、同委員会では、情報セキュリティに関する内
部規程および要領の整備、安全対策の実施、教育訓練
を推進し、全従業員への周知徹底を図っています。

教育・啓蒙活動
◇情報セキュリティ教育

社内イントラネット上に、情報セキュリティに関す
る教育資料等を掲示し、各自が必要な時に自己学習で
きるようにしています。

◇情報セキュリティニュースの発行
・セキュリティに関する情報提供
・コンピュータウィルス対策に関する情報提供

委員長 ：担当役員

委員 ：関連部門長12名

情報セキュリティ委員会

委員長　

副委員長

委員

事務局

広報窓口

受付窓口

教育責任者

情報セキュリティ推進委員会

役割
○目的・目標・方針の決定・承認
○情報セキュリティ計画の承認
○実施状況の確認

役割
○情報セキュリティ計画の立案と審議
　（教育・内部監査・リスク対応計画など）
○目的・方針の策定審議
○実施状況のフォローと報告
○情報セキュリティ委員会への報告
○規程・要領の策定と改訂

●組織図

2015年6月9日発行　情報セキュリティニュース（抜粋）

<運用ルールの再徹底について>

◆ 身に覚えのない受信メールの取り扱いについて

◆ 機密情報のアクセス権の設定について

◆ 機密情報ファイルへのパスワード設定について

4 情報セキュリティ教育＜基礎編＞ 

－ 目次 －

なぜ、「情報セキュリティ」対策が必要なのか

情報漏えいを防ぐ具体策

個人ＩＤ／パスワード管理について

コンピュータウイルスについて
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情報セキュリティ

社会から信頼される企業であり続けるために、情報管理は極めて重要な経営基盤であると認識し、
磐石な情報セキュリティ体制を構築しています。

情報セキュリティの考え方
情報セキュリティとは、コンピュータや情報の安全

性を守り、適切に活用できる状態を指し、機密性、完
全性、可用性の３つの要素に分けて捉えることができ
ると考えています。

当社では、技術情報、図面情報など機密情報の情報
セキュリティレベル向上に努めているほか、情報資産
を効率的に保護するために、セキュリティ対策を導入
し、関連要領および作業手順を定めています。

また、 情報セキュリティに適用される法令、諸規制
およびガイドラインを関連諸要領に明文化し、全従業
員への教育・訓練を実施するなど、高レベルの情報セ
キュリティ体制を整えています。

情報セキュリティ管理体制
当社は、情報セキュリティ委員会を設置し、情報機

器および情報資産、社内ネットワークの情報セキュリ
ティの管理を行っています。具体的には、個人ＩＤ/
パスワード使用管理要領を始めとする 11 項目におよ
ぶ情報セキュリティ管理規程を定め日常的な管理を
行っています。

また、同委員会では、情報セキュリティに関する内
部規程および要領の整備、安全対策の実施、教育訓練
を推進し、全従業員への周知徹底を図っています。

教育・啓蒙活動
◇情報セキュリティ教育

社内イントラネット上に、情報セキュリティに関す
る教育資料等を掲示し、各自が必要な時に自己学習で
きるようにしています。

◇情報セキュリティニュースの発行
・セキュリティに関する情報提供
・コンピュータウィルス対策に関する情報提供

委員長 ：担当役員

委員 ：関連部門長12名

情報セキュリティ委員会

委員長　

副委員長

委員

事務局

広報窓口

受付窓口

教育責任者

情報セキュリティ推進委員会

役割
○目的・目標・方針の決定・承認
○情報セキュリティ計画の承認
○実施状況の確認

役割
○情報セキュリティ計画の立案と審議
　（教育・内部監査・リスク対応計画など）
○目的・方針の策定審議
○実施状況のフォローと報告
○情報セキュリティ委員会への報告
○規程・要領の策定と改訂

●組織図

2015年6月9日発行　情報セキュリティニュース（抜粋）

<運用ルールの再徹底について>

◆ 身に覚えのない受信メールの取り扱いについて

◆ 機密情報のアクセス権の設定について

◆ 機密情報ファイルへのパスワード設定について

4 情報セキュリティ教育＜基礎編＞ 

－ 目次 －

なぜ、「情報セキュリティ」対策が必要なのか

情報漏えいを防ぐ具体策

個人ＩＤ／パスワード管理について

コンピュータウイルスについて

顧客志向の徹底
経営理念の一つに「顧客志向の徹底」を掲げ、商品

およびサービスを適切な価格でタイムリーに提供して
います。また、常にお客様の声に耳を傾け、用途や使
用方法などを十分検討し、最適な商品を提供していま
す。

◇商品情報提供
お客様が合理的に商品およびサービスを選択できる

よう、ホームページを更新しています。また、各商品
の実物を「見て」「知って」「体感」していただくために、
展示会を国内外で積極的に開催しています。本社に併
設したショールームでは、各種商品説明や海外拠点生
産品を展示しており、多くのお客様に商品情報を提供
しています。

機器商品は、ホームページ上で新商品やカタログ、
CAD データ、各種取り扱い説明書、機種選定システ
ムなどを提供するほか、代理店様向け商品情報サービ

スを通じてよりきめ細かな情報提供を心がけていま
す。技術支援を必要とされるお客様には、フリーダイ
ヤル相談窓口を設け、サポート体制を整えています。
また、全国の営業所が主体に開催する「空気圧システ
ム技術セミナー」により、空気圧機器への理解促進を
図っています。

自動機械装置は、個別対応を基本に、カスタマイズ
を重視した商品提供を行い、アフターフォローの充実
から安全・安心を提供しています。

＊機器商品　お客様技術相談窓口＊ 
フリーアクセス 0120-771060 
受付時間　9:00 ～ 12:00/13:00 ～ 17:00 

（土日、休日除く）
 

　《URL》
http://www.ckd.co.jp/inquiry/index.htm

お客様とともに

常に顧客志向の精神と謙虚な心で対応し、安全・品質を重視し、地球環境に配慮した商品でお客
様にご満足いただける商品・サービスを提供します。

●ホームページ ●ショールーム

●展示会
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お客様とともに

安全性と品質重視の商品提供
CKD 行動規準に、高い品質と安全性を備えた商品

を提供することを定めています。
実践するにあたり、品質方針と ISO9001 を柱に

した品質マネジメントを構築し、年２回の内部監査と
マネジメントレビューで運用状況を評価するなど、持
続的な品質向上に取り組んでいます。
毎年 11 月は品質月間として、海外子会社を含む全

従業員が品質宣言を提示し、品質重視の意識を高める
取り組みをしています。

環境保全型商品の拡販
営業活動から得られたお客様の環境負荷低減要求を
直接的に反映させる「新製品開発提案」活動を実施し
ています。
現在の省資源・省エネルギーは世界的な市場要求に
なってきています。当社では、既存商品の中で、ハイ
ブリット車や電気自動車向けリチウムイオン電池製造
関連装置など環境保全商品を手がけております。今後
さらに環境保全ビジネスを強化していくため、新たに
開発する商品全てにおいて、環境に配慮した商品開発
にも力を注ぎ、環境に優しい新商品をご提案しており
ます。
( 関連するページ P34～ P35「環境に配慮した商
品開発の取り組み」）

●2015年度品質方針（2015年４月１日改定版） ●環境保全型商品のパンフレット
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お客様とともに

安全性と品質重視の商品提供
CKD 行動規準に、高い品質と安全性を備えた商品

を提供することを定めています。
実践するにあたり、品質方針と ISO9001 を柱に

した品質マネジメントを構築し、年２回の内部監査と
マネジメントレビューで運用状況を評価するなど、持
続的な品質向上に取り組んでいます。
毎年 11 月は品質月間として、海外子会社を含む全

従業員が品質宣言を提示し、品質重視の意識を高める
取り組みをしています。

環境保全型商品の拡販
営業活動から得られたお客様の環境負荷低減要求を
直接的に反映させる「新製品開発提案」活動を実施し
ています。
現在の省資源・省エネルギーは世界的な市場要求に
なってきています。当社では、既存商品の中で、ハイ
ブリット車や電気自動車向けリチウムイオン電池製造
関連装置など環境保全商品を手がけております。今後
さらに環境保全ビジネスを強化していくため、新たに
開発する商品全てにおいて、環境に配慮した商品開発
にも力を注ぎ、環境に優しい新商品をご提案しており
ます。
( 関連するページ P34～ P35「環境に配慮した商
品開発の取り組み」）

●2015年度品質方針（2015年４月１日改定版） ●環境保全型商品のパンフレット

株主様・投資家様とともに

積極的な情報開示と対話に努め、透明性を確保します。

ＩＲ情報開示方針
◇ＩＲ基本方針
株主様や投資家様を含むあらゆるステークホルダー

に対し、公平かつ適時適切な情報を継続的に開示する
ことを基本とし、ＩＲ活動を通じて、当社の適正な評
価と信頼を得ることを目的としています。

◇情報開示の内容
当社の株式を上場している証券取引所が定める適時

開示規則に沿って情報開示を行います。
また、適時開示規則に該当しない事柄であっても、

株主様や投資家様の投資判断に影響を及ぼす可能性が
ある情報については、積極的に開示します。

◇情報開示の方法
上記情報開示基準に基づき、証券取引所が提供する

適時開示情報システム（TDnet）をはじめ、ニュース
リリースの配信や当社ホームページの掲載などを通じ
て、公平かつ迅速に情報が入手できる環境を整備しま
す。

《URL》
http://www.ckd.co.jp/ir/forinvestors/index.htm

◇将来の見通しについて　
当社が開示している情報のうち、業績予想ならびに

将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が
判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含
まれています。そのため、様々な要因の変化により、
実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異
なる可能性があることをご承知おきください。

◇沈黙期間について
決算情報の漏洩を防ぎ公平性を確保するため、決算

日（四半期を含む）の翌日から決算発表日までを沈黙
期間と定めており、この期間中は、原則として決算に
関連する情報の開示、質問に対するコメントは差し控
えています。

株主総会
日にち：2015年6月23日
場　所：メルパルクNAGOYA（名古屋市東区）
出席者：89名

◇株主総会の活性化と議決権行使の円滑化への取組
・集中日を回避した株主総会の開催
・株主総会招集通知の早期発送
・映像を利用した分かりやすい株主総会の運営
・インターネットによる議決権行使方法の採用

利益還元の考え方
株主の皆様への利益還元については、経営基盤の充
実と今後の事業拡大のための内部留保の充実を前提
に、安定的な配当の継続を基本方針としています。

●配当金の推移
単位（円）
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お取引先様とともに

購買活動の理念および基本方針を定め、お取引先様との公平・公正な取引により
パートナーシップを強め、共栄を目指します。

購買理念
健全な経営、確実な品質のお取引先様からの購買を

拡大し、相互発展を目指します。

基本方針
1. 顧客ニーズに応えるための改善活動を推進します。 
2. パートナーであるお取引先様との信頼関係を大切に  
 します。 
3. 関連法規や社会規範を順守します。 
4. 国内外を問わず、技術力の高いお取引先様との
 公平･公正なお取引を目指します。 
5. 購買活動を通じて地球環境の保全に貢献します。

グリーン調達の推進
長年にわたり自主的な環境保全活動に取り組んでい

ます。しかしながら、今、地球が抱えている環境問題は、
一企業の活動だけで解決できるものではありません。
そこで環境方針に基づき、従来の「品質、価格、納期」
に加え、「環境」をキーワードとし、調達の段階から
環境に配慮したグリーン調達活動を行っています。環
境保全活動を効果的に進めるためには、当社のみなら
ず、お取引先様のご協力を得た総合的な取り組みが不
可欠と考えています。

お取引先様のご理解を得るために、グリーン調達に
関する当社の基本的な考え方を以下の内容で策定し、
当社の基準によりグリーン調達度の高いお取引先様よ
り優先的に調達しています。

 

グローバル調達の推進
国内のみならず中国、タイ、マレーシアおよび韓国

においても生産活動を行なっており、グローバルな視
点で高品質そして環境に配慮した商品を提供していま
す。今後、ますますアジアのマーケットが拡大する中
で、国内外において技術力の高いお取引先様と、積極
的な取引を展開していきます。

公平・公正な調達
購買の基本方針に基づき、お取引先様と公平･公正

な取引を行っています。
毎年、主要取引先を対象に「方針説明会」を開催し、

お取引先様への積極的な情報開示を行っています。
また、CKD 評価制度により、客観的な指標に基づ

いた取引改善を推進するとともに、評価の高いお取引
先様への発注の拡大を進めています。

生産動向説明会
2015 年 3 月 10 日名古屋市内のホテルにて、

「2015 年度 CKD 生産動向説明会」を開催いたしま
した。今年度は、海外生産拠点でも大変お世話になっ
ている購買先様３社を含めた、自動機・機器の主要購
買先様 91 社 113 名の皆様方にお集まりいただきま
した。当社からは、社長、専務をはじめ、自動機械事
業本部、コンポーネント本部の各本部長、副本部長、
ビジネスユニットの責任者が出席いたしました。

CKD を取り巻く環境と 2015 年度の社長方針、自
動機械とビジネスユニットごとの生産動向等を説明さ
せていただき、購買方針に沿った生産活動をパート
ナー企業様と共に進めていくことをお願いいたしまし
た。

今年度は優秀購買先賞として、技術交流や品質改善
において貢献いただいた 6 社の購買先様へ感謝状を贈
呈しました。

グリーン調達に関する基本的な考え方

(1) 法規制の順守・化学物質管理

(2) 環境保全活動の推進 

(3) 省資源・リサイクル 

(4) 廃棄物管理・削減

(5) 環境情報の提供

(6) 労働安全衛生
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お取引先様とともに
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4. 国内外を問わず、技術力の高いお取引先様との
 公平･公正なお取引を目指します。 
5. 購買活動を通じて地球環境の保全に貢献します。

グリーン調達の推進
長年にわたり自主的な環境保全活動に取り組んでい

ます。しかしながら、今、地球が抱えている環境問題は、
一企業の活動だけで解決できるものではありません。
そこで環境方針に基づき、従来の「品質、価格、納期」
に加え、「環境」をキーワードとし、調達の段階から
環境に配慮したグリーン調達活動を行っています。環
境保全活動を効果的に進めるためには、当社のみなら
ず、お取引先様のご協力を得た総合的な取り組みが不
可欠と考えています。

お取引先様のご理解を得るために、グリーン調達に
関する当社の基本的な考え方を以下の内容で策定し、
当社の基準によりグリーン調達度の高いお取引先様よ
り優先的に調達しています。

 

グローバル調達の推進
国内のみならず中国、タイ、マレーシアおよび韓国

においても生産活動を行なっており、グローバルな視
点で高品質そして環境に配慮した商品を提供していま
す。今後、ますますアジアのマーケットが拡大する中
で、国内外において技術力の高いお取引先様と、積極
的な取引を展開していきます。

公平・公正な調達
購買の基本方針に基づき、お取引先様と公平･公正

な取引を行っています。
毎年、主要取引先を対象に「方針説明会」を開催し、

お取引先様への積極的な情報開示を行っています。
また、CKD 評価制度により、客観的な指標に基づ

いた取引改善を推進するとともに、評価の高いお取引
先様への発注の拡大を進めています。

生産動向説明会
2015 年 3 月 10 日名古屋市内のホテルにて、

「2015 年度 CKD 生産動向説明会」を開催いたしま
した。今年度は、海外生産拠点でも大変お世話になっ
ている購買先様３社を含めた、自動機・機器の主要購
買先様 91 社 113 名の皆様方にお集まりいただきま
した。当社からは、社長、専務をはじめ、自動機械事
業本部、コンポーネント本部の各本部長、副本部長、
ビジネスユニットの責任者が出席いたしました。

CKD を取り巻く環境と 2015 年度の社長方針、自
動機械とビジネスユニットごとの生産動向等を説明さ
せていただき、購買方針に沿った生産活動をパート
ナー企業様と共に進めていくことをお願いいたしまし
た。

今年度は優秀購買先賞として、技術交流や品質改善
において貢献いただいた 6 社の購買先様へ感謝状を贈
呈しました。

グリーン調達に関する基本的な考え方

(1) 法規制の順守・化学物質管理

(2) 環境保全活動の推進 

(3) 省資源・リサイクル 

(4) 廃棄物管理・削減

(5) 環境情報の提供

(6) 労働安全衛生

お取引先様とともに

台湾購買先様視察研修会について
2014年10月に台湾の購買先様10社14名を当

社へ招待し「台湾購買先様　視察研修会」を開催いた
しました。当社のグローバル展開の紹介、生産動向、
品質改善説明と、台湾購買先様とのパートナー関係の
強化・品質改善を目的に小牧工場、四日市工場を見学
していただきました。
視察研修会を通して、台湾購買先様にCKDのグロー

バル展開の状況や生産現場を見ていただいたことによ
りCKD品質要求についての理解と、双方の交流を深
めることができました。このような研修会を通じて、
参加いただいた海外の購買先様との交流やCKDを理
解していただく活動を実施して、よりグローバルな調
達活動を推進しています。

品質方針説明会
2014年11月26日、品質月間行事の一環として、

主要お取引先様に来社いただき、品質方針の説明会を
開催いたしました。お取引先様との情報共有の場とし
て毎年開催しており、品質の状況や改善事例報告会な
ど改善活動の取組みについてご説明しました。
今後もお取引先様と一緒に品質を作ってまいりたい

と思います。

BCP策定セミナー
2014年７月28日、東海地区の主要購買先様34
社に来社いただき、事業継続計画BCP策定セミナー
を開催いたしました。「東日本大震災」以降、特に自
然災害に対するリスク管理の重要性が叫ばれるように
なってまいりましたが、「南海トラフ巨大地震」はい
つ起きてもおかしくない状況にあります。
購買先様と一緒にBCPについて勉強し、共にBCP
策定を目指す活動を進めながら、双方の事業継続と発
展を目指してまいります。

BCPのイメージ図
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従業員とともに

全ての従業員が生きがいを持って働き、健康で安全に働ける職場づくりを目指します。

人材重視の企業風土
一人ひとりの可能性と働きがいを大切にし、失敗を

恐れることなく業務改革に取り組み、組織の強味を最
大限に発揮できる企業風土をつくります。

ワークライフバランスの推進
①時間管理と業務改善による労働時間の削減
◇業務改善の実施による時間管理の徹底　
◇週１日の定時退社日の設定
◇一斉有給休暇取得日の設定

②育児休業制度
全従業員を対象に育児休業制度を設けています。ま

た、小学校４年生に進級するまで利用できる短時間勤
務制度や時間外労働の免除制度を設けています。女性
が安心して妊娠・出産ができるように、または育児を
する男女従業員が家庭生活と会社を両立できるような
労働環境を整備しています。

③介護支援制度
家族の介護をする社員が家庭生活と会社を両立でき

るような環境を整備しています。配偶者、子供、本人
の父母と配偶者の父母、同居し、かつ扶養している祖
父母、兄弟姉妹、孫を対象に、原則１年間を上限に介
護休業を取得できます。

ダイバーシティの推進
◇女性活躍推進の取り組み　

2008 年２月に女性活躍推進委員会を設置し、ジョ
ブリターン制度の新設、育児支援制度の充実が図られ、
ダイバーシティ推進の布石となりました。2011 年
度より、女性活躍推進についての社長講話とともに女
性社員を対象とする「キャリアアップ研修」、上司を
対象とする「ダイバーシティ研修」を実施しています。

◇再雇用制度の充実　
2012 年４月より定年退職者の再雇用制度を拡充

しました。60 歳定年後の生き方について、社員の選
択肢を増やすため、現行のシニア制度は維持しながら、
更に年齢制限を設けず働ける生涯現役制度を新設しま
した。

◇障がい者の積極的雇用の取組　
2013 年４月から法定雇用率が 1.8％→2.0％に引き

上げられましたが、法定雇用率を上回る雇用率を維持して
います。

次世代育成支援
次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行

動計画を策定し推進しています。

◇次世代育成支援行動計画
期間： 2010 年４月１日～ 2015 年３月 31 日（５年間）
概要： 育児休業の取得率向上
 会社が契約する託児施設の利用率向上
 産休・育児休業取得後に職場復帰した者の
 短時間勤務制度の利用率向上
 社員・上司の意識改革による所定外労働の
 削減

●時間外労働時間数の推移
単位(時間)

(月平均時間)

●障がい者雇用の推移
単位（名）
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従業員とともに

人材育成
◇教育
当社の行動規準は、全従業員が意欲を持って積極的

に仕事に取り組むこと、個人の能力を十分に発揮でき
る環境を整備すること、後継者の育成に努めること、
差別のない人間関係および職場環境づくりに努めるこ
とを掲げています。
その具体的な取り組みとして、新入社員教育、OJT

教育、管理職教育、リーダ教育、現場監督者教育、生
産技術教育、技術者教育など各種教育を実施していま
す。これらは、創造的な社員の育成、激しい環境変化
に適応できる能力を持った社員の育成、業務遂行上の
知識・技術・技能を身につけ、正しい仕事ができる社
員の育成を図ることを目的としています。また、今後
はグローバル人材育成に力を入れて取り組みます。

◇優良社員表彰
個人と職場・チームを対象に、業績・成果に応じた

表彰を厳正、公平、タイムリーに実施することで、社
員のモチベーションを高め、チャレンジ精神旺盛な企
業風土を築くことを目的として、毎月、優良社員表彰
を実施しています。品質・業績向上・業務改善・コス
トダウン・功労など 10 テーマで、１級～３級の評価
をつけています。
また、１年間に表彰された社員の中から最も優れた

テーマには年間MVPとして表彰を実施しています。

◇海外トレーニー制度
グローバル化に対応できる若手社員の育成を目的と
して、日本と海外との相互交流として海外トレーニー
制度を制定いたしました。
対象は日本および海外グループ会社の正社員とし、
公募により毎年数名の研修生を決定、日本、中国、タイ、
シンガポール等、当社拠点に3ヶ月間派遣します。派
遣期間中には、各自設定した研修テーマに取り組みま
す。
研修先では、仕事から生活までを経験、体感し、新
たな気付きや能力の不足を自覚することで、帰国後の
自己開発につなげています。
帰国後は、研修発表会にて、海外での経験や活躍・
成果を報告する場をもうけています。

イノベーションコンテスト
当社の企業理念である「創造的な知恵と技術で流体
制御と自動化を革新し、豊かな社会作りに貢献」する
ことを目的に、全従業員を対象に 2008 年度よりイ
ノベーションコンテストを開催しております。
第７回目となる今回は更なるステップアップを目指
すべく、全社的な活動への定着を図り 201５年 6 月
に本審査を終え受賞者を決定いたしました。
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若手社員

中堅社員

管理者

経営者

商品開発の強化
技術革新への挑戦

グローバルビジネスの拡大

革新成果募集革新成果募集

第７回

イノベーションコンテストイノベーションコンテスト
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安全・衛生管理の強化を図り、従業員の安全と健康の確保に努めています。

労働安全衛生方針
次の基本理念に基づき安全衛生活動に取り組んでい

ます。
１） 安全で健康的な職場作りこそ、人間尊重と生産性を
 両立させ得る最善策であることを徹底する。
２） 全社員一人ひとりが創意と工夫を結集し、災害ゼロ
 を目標に全員参加で安全衛生活動に取り組む。

◇リスクアセスメント
労働災害を未然に防止するため、職場主体で実施して

いる職場安全巡視やヒヤリハット等の対策に加え、機械
設備等の危険源を網羅的に抽出し、優先順位を付け計画
的に低減していく活動である"リスクアセスメント"の導入
を進めており、今後も全社導入に向け計画的に活動を進
めていきます。

具体的な活動
一人ひとりがコンプライアンスの意識を持ち、「災害

ゼロ」を目標に全員参加で、本質安全化に向け様々な
活動を行っています。

有害業務関係・安全衛生法令の改正情報の入手と全社
への展開や職場安全衛生委員会による自職場安全点検
の実施、新入者を対象にした労働安全教育などを実施し、
常に、災害・疾病の未然防止・労働環境の改善・向上を図っ
ています。

◇安全衛生委員会の活動
各工場ごとに設置された安全衛生委員会の計画的な

活動により、労働安全衛生のさらなる強化に取り組んで
います。

◇監督者安全衛生教育の実施
毎年、製造部門のリーダーに対して、監督者安全衛生

教育を実施しています。
管理監督の役割を担うリーダーに必要な安全につい

ての知識・技能を習得してもらい、正しい作業手順書の作
り方や職場の適正配置、効果的な指導・教育を進めるた
めの手法、本質安全化の重要性、危険予知訓練、リスクア
セスメント、マネジメントシステムについて教育していま
す。

◇安全衛生教育の取り組み
・安全教育資料「セーフティハンドブック」の配布
・入社時安全衛生教育の実施
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安全・衛生管理の強化を図り、従業員の安全と健康の確保に努めています。

労働安全衛生方針
次の基本理念に基づき安全衛生活動に取り組んでい

ます。
１） 安全で健康的な職場作りこそ、人間尊重と生産性を
 両立させ得る最善策であることを徹底する。
２） 全社員一人ひとりが創意と工夫を結集し、災害ゼロ
 を目標に全員参加で安全衛生活動に取り組む。

◇リスクアセスメント
労働災害を未然に防止するため、職場主体で実施して

いる職場安全巡視やヒヤリハット等の対策に加え、機械
設備等の危険源を網羅的に抽出し、優先順位を付け計画
的に低減していく活動である"リスクアセスメント"の導入
を進めており、今後も全社導入に向け計画的に活動を進
めていきます。

具体的な活動
一人ひとりがコンプライアンスの意識を持ち、「災害

ゼロ」を目標に全員参加で、本質安全化に向け様々な
活動を行っています。

有害業務関係・安全衛生法令の改正情報の入手と全社
への展開や職場安全衛生委員会による自職場安全点検
の実施、新入者を対象にした労働安全教育などを実施し、
常に、災害・疾病の未然防止・労働環境の改善・向上を図っ
ています。

◇安全衛生委員会の活動
各工場ごとに設置された安全衛生委員会の計画的な

活動により、労働安全衛生のさらなる強化に取り組んで
います。

◇監督者安全衛生教育の実施
毎年、製造部門のリーダーに対して、監督者安全衛生

教育を実施しています。
管理監督の役割を担うリーダーに必要な安全につい

ての知識・技能を習得してもらい、正しい作業手順書の作
り方や職場の適正配置、効果的な指導・教育を進めるた
めの手法、本質安全化の重要性、危険予知訓練、リスクア
セスメント、マネジメントシステムについて教育していま
す。

◇安全衛生教育の取り組み
・安全教育資料「セーフティハンドブック」の配布
・入社時安全衛生教育の実施

◇労働災害の発生状況

健康管理体制の充実
全従業員の健康管理のため、定期健康診断、特殊健康

診断を実施しているほか、産業医2名、看護士３名が各工
場を巡回し、個別相談を実施しています。また、救急体制
を整え、緊急連絡フロー、救急手続きフロー、救急指定病
院を明確にしています。

◇国内４工場にAED（自動体外式除細動機）を設置
小牧・春日井・犬山・四日市の各工場には、「AED（自動
体外式除細動器）」が設置されています。これは、原因不
明の「突然な心停止」が発生した場合に、誰でも扱える
「心臓に電気ショックを与える救命措置」が施せるもので
す。AEDは音声ガイドに沿って簡単に手順を進められ、
従業員の「いざという時の安心」を設置しています。

メンタルヘルス対策
◇メンタルヘルス教育の実施
階層別教育の中にメンタルヘルスを盛り込みストレス

について理解し、適切に対処するための知識と方法につ
いて教育しています。

◇ストレスチェックの実施
定期健康診断とあわせて、ストレスチェックを実施し、

メンタルヘルスケアを促進するとともに働きやすい職場
環境づくりを進め、メンタルヘルス不調の未然防止に努
めています。

従業員とともに

単位(件)

健康管理室

病院手配、
付き添い、
自宅連絡

搬送車誘導
連絡

①災害発生現場へ急行し、
負傷状況の確認をする。
（労災、私傷病の判断をする。）

昼間 夜間　休日

所属の上司

急患発生（災害）

緊急連絡フロー

救急体制

救急手続きフロー

総務 病院

請負業者

病院 守衛室

②応急処置をする。
（動かさない方が良い場合があ
るので注意）

③病院での受診方法
労災であれば“労災”扱いと伝え
る
（被災者に付き添い、必要に応
じ、自宅、家族へ連絡する。
処置後総務へ報告する。
請負社員は、業者へ連絡する）

④病院までの手段
1）救急車
　（呼び方）
 ア．119番に電話する
 イ．発生状況、場所を告げる
 ウ．傷病内容を告げる
2）社用車
3）タクシー
4）マイカー
※救急車以外の場合は病院へ
連絡しておくこと。
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地域社会とともに

地域社会と共存し、社会に貢献できる開かれた企業を目指します。

社会貢献の基本方針
良き企業市民として社会とのかかわりを大切

にし、社会貢献活動を推進し、豊かな社会づくり
に貢献します。

（企業理念・経営理念・行動規準に基づく）

方策

次世代の
育成への貢献

社会や文化の
発展への貢献

環境保全への
貢献

地域社会への貢献
◇「CKDの森づくり活動」

愛知県瀬戸市にある「海上（かいしょ）の森」で、社員と
その家族を対象にボランティアを募集し森林保全活動を
実施しています。海上の森は、2005年の愛知万博の会
場となった場所で、現在は人と自然のかかわりを探求す
る場として散策や学習の場として活用されています。間
伐や除伐、見晴らし台周辺の林内整理や遊歩道の保全な
ど、年間を通じて継続的に活動しています。

◇「モノづくりから学ぶ理科教室」
地元小牧市の小学生を対象に「モノづくりから学ぶ理

科教室」を開催しています。
子供たちの理科離れが進んでいる問題解決に向け、理

科に関心を持ってもらうため、また未来を担う子どもたち
の育成を目的としています。

簡易ブロアーの制作や手作りエアホッケーを通じて、
当社製品の核となる「空気の力」を体験しました。工場現
場では実際に空気の力を利用している製品を見学しても
らい、理科への興味関心の向上やCKDがどんな会社か
を知ってもらうきっかけとなりました。今後も継続的に地
域住民の皆様や未来を担う子どもたちへの支援を積極
的に実施いたします。

◇薬学生実務実習
薬学教育の５年生を対象とした実務実習を実施してい

ます。「ＰＴＰシートに対する知識を深める」というテーマ
で実習を開催し、医薬品用ＰＴＰ包装機の実機を運転して
ＰＴＰシートがどのようにして製造されるのかを学んでい
ただきました。また、若手の技術者と質疑応答・ディスカッ
ションの場を設け、実習生からたくさんの質問が飛び出
し、活発な議論がされました。

※ＰＴＰ（Press Through Package)
押し出して取り出す包装の意味
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地域社会とともに

地域社会と共存し、社会に貢献できる開かれた企業を目指します。

社会貢献の基本方針
良き企業市民として社会とのかかわりを大切

にし、社会貢献活動を推進し、豊かな社会づくり
に貢献します。

（企業理念・経営理念・行動規準に基づく）

方策

次世代の
育成への貢献

社会や文化の
発展への貢献

環境保全への
貢献

地域社会への貢献
◇「CKDの森づくり活動」

愛知県瀬戸市にある「海上（かいしょ）の森」で、社員と
その家族を対象にボランティアを募集し森林保全活動を
実施しています。海上の森は、2005年の愛知万博の会
場となった場所で、現在は人と自然のかかわりを探求す
る場として散策や学習の場として活用されています。間
伐や除伐、見晴らし台周辺の林内整理や遊歩道の保全な
ど、年間を通じて継続的に活動しています。

◇「モノづくりから学ぶ理科教室」
地元小牧市の小学生を対象に「モノづくりから学ぶ理

科教室」を開催しています。
子供たちの理科離れが進んでいる問題解決に向け、理

科に関心を持ってもらうため、また未来を担う子どもたち
の育成を目的としています。

簡易ブロアーの制作や手作りエアホッケーを通じて、
当社製品の核となる「空気の力」を体験しました。工場現
場では実際に空気の力を利用している製品を見学しても
らい、理科への興味関心の向上やCKDがどんな会社か
を知ってもらうきっかけとなりました。今後も継続的に地
域住民の皆様や未来を担う子どもたちへの支援を積極
的に実施いたします。

◇薬学生実務実習
薬学教育の５年生を対象とした実務実習を実施してい

ます。「ＰＴＰシートに対する知識を深める」というテーマ
で実習を開催し、医薬品用ＰＴＰ包装機の実機を運転して
ＰＴＰシートがどのようにして製造されるのかを学んでい
ただきました。また、若手の技術者と質疑応答・ディスカッ
ションの場を設け、実習生からたくさんの質問が飛び出
し、活発な議論がされました。

※ＰＴＰ（Press Through Package)
押し出して取り出す包装の意味

地域社会とともに

◇「TABLE FOR TWO」を実施
2013 年 10 月より工場の社員食堂にて「TABLE 

FOR TWO」を実施しています。
「TABLE FOR TWO」とは、食堂で提供するヘル

シーメニューに 20 円の寄付金を含み、集まった寄付
金でアフリカの子供達へ給食を送る活動です。

今後も、社員が身近に参加できる社会貢献活動とし
て継続的に実施していきます。

◇四日市工場 30 周年記念コンサート
四日市工場の創立 30 周年を記念し、日頃の感謝の

意を込めてクラシックコンサートを開催しました。社
員やその家族に加え、四日市工場の周辺住民の皆さま
や市内の中学生、福祉団体、一般公募による市民の方
など多くの方が来場されました。

中部圏を代表するオーケストラのひとつとして活動
している中部フィルハーモニー交響楽団の演奏で、ピ
アニストの小林　万里子氏をゲストに迎えました。本
格的なクラシックコンサートでしたが、だれでも一度
は聴いたことのある親しみやすい曲で、来場された皆
さまに楽しんでいただくことができました。

　 

地域福祉活動
◇CSR 基金

2006年６月より、地域社会への貢献、芸術・学術
振興、社外理解の促進を目的に、CSR基金の運用を
開始しています。2014年度は、東日本大震災で被災
した子供への支援や医療福祉団体への寄付などを積極
的に行いました。

◇ボランティア休暇制度の制定
社員の社会貢献活動を支援するため、年間３日ある

いは５日以内のボランティア休暇の取得が可能です。
福祉活動・介護支援活動、青少年健全育成活動、災

害救援活動・復旧活動・被災者に対する福祉活動、人
命救助、ドナー登録・提供、環境美化活動・自然環境
保護活動、公共性の高い地域社会への貢献活動、スポー
ツ活動など広域にわたり、社員一人ひとりが身近な社
会に貢献できるような体制を整えています。

●ボランティア休暇取得状況
単位(名)

環境保全
21%

学術振興
34%地域行事

6%

芸術・スポーツ振興
24%

医療・福祉
8%

災害・被災地支援
6%

福利厚生
1%
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地域社会とともに

大山川クリーンアップ活動
毎年、地域住民と共同で実施する

「大山川クリーンアップ（清掃）」。本

社工場のある愛知県小牧市の中心を流

れる大山川を再生し、豊かな自然を残

す活動に参加しています。

近隣住民との交流会
地域企業への理解を深めていただ

くことを目的に、近隣地区の長寿を祝

う敬老会において会社紹介を行いまし

た。

小牧工場で製造している薬品包装

機や省力機器をパネルやデモ機でご紹

介し、地域としての関係だけでなく、

生活にも当社製品が関わっていること

を感じていただくことができました。

「がん検診企業アクション推進パートナー企業」に登録
厚生労働省では、「がん予防・早期

発見」を積極的に推進すべく、がん検

診受診率の向上に向けて「がん検診受

診促進企業連携推進事業」（通称：が

ん検診企業アクション）を 2009 年

より推進しています。

当社もがん検診の重要性を理解し、

2011 年 10 月に「がん検診企業ア

クション推進パートナー企業」に登録

しました。

海外での環境保全活動
海外子会社ＣＫＤ中国は、中国で有

名な太湖の水質汚染を防ぐため、表面

処理排水を再利用、蒸発させ排水を外

に出さない排水処理装置を導入し、水

質汚染防止に取り組んでいます。

また PM2.5 など深刻な大気汚染問

題を受け、汚染の原因となる溶剤塗装

を粉体塗装に切り換え、排ガス発生源

を無くす活動や、止むを得ず汚染排気

が出る場合は、排ガス処理装置導入し、

浄化後排出をいたします。

ダイカスト棟では離型剤再利用装置

や、気化熱を利用したクーリングファ

ン、LED 照明採用など、省エネと地

球環境に優しい取り組みを率先して実

施しております。

海外での環境保全活動
海外子会社 CKD タイでは、両親

のいない子供たちが暮らす施設や特殊

教育センター、学校などに日用品やお

もちゃ、使用しなくなったパソコンな

どを寄附する活動を行っています。

海外での環境保全活動
海外子会社ＣＫＤ中国の現地生産

法人では、近隣の学校と交流を図る目

的で、学生を工場見学に招いたり、学

校の授業で講師を務めるなどの取組を

行っています。

海外での環境保全活動
マレーシアの現地法人では、過去

最大級の水害に見舞われたマレー半島

東海岸への支援として義援金を送りま

した。

「愛知県ファミリー･フレンドリー企業」に登録
ファミリー・フレンドリー企業と

は、ワーク・ライフ・バランスの実現

に向けた様々な制度と職場環境を持

ち、ライフステージに応じた多様で柔

軟な働き方を労働者が選択できる取組

みを行う企業です。

当社は愛知県ファミリーフレンド

リー企業に登録されました。今後も、

男女共に従業員が活き活きと安心して

働ける環境づくりに取組み、ワーク・

ライフ・バランスを推進していきます。

エコキャップ回収活動
エコキャップ回収活動を実施して

い ま す。回 収 し た ペ ッ ト ボ ト ル の

キャップを再資源化業者へ売却した売

却益を、世界中の子供達のワクチン接

種費用として寄付するものです。

こども110番への協力
地域の子どもたちの交通安全と不

審者から守るため、緊急時に駆け込め

る場所としてこども 110 番に協力し

ています。

尾張広域緑道の清掃活動
犬山工場に隣接する尾張広域緑道

の清掃活動を毎回約１５０名の参加者

で実施しています。清掃範囲は緑道上

の公園・多目的グラウンド等で、毎年

夏には地域の盆踊り会場としても利用

されています。

献血運動への積極的な取り組み
2006 年から社会貢献の一環とし

て、毎年４月に献血活動を実施してい

ます。2015 年度は 202 名が参加し

ました。
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環境方針・環境マネジメント

環境関連法規・規制を順守し、環境汚染の予防・CO2 排出抑制を図り、環境マネジメ
ント活動に努めます。

美しい環境と共生していくために
古くは公害問題への対応から、最近では 2006 年

７月に施行された欧州 RoHS 指令をはじめ製品に適
用される環境規制への対応まで、全社を挙げて改善活
動に取り組んでいます。

また、低炭素社会の実現は、世界必須な課題として
受け止め、美しい環境と共生する事業活動はもちろん
のこと、従業員一人ひとりのエコ活動が大きな成果を
生み出すと考えています。

法律、規制を順守することはもちろんのこと、メー
カーとして長年培ってきた自動化技術、流体制御技術
を活かした当社らしい環境にやさしい商品を開発し、
お客様にお届けすることにより、今後も地球環境の保
全に貢献していきます。

環境管理体制
環境負荷の軽減のために、全社を挙げて取り組んで

います。

ISO の取得状況
国内営業部門も含めた全社で ISO14001 の認証を

取得しています。
環境汚染物質の削減・廃棄物の削減、省エネルギー・

省資源の推進、そして CKD らしい環境にやさしい商
品を開発し、地球環境の保全に貢献していきたいと考
えています。

環境方針
当社の活動・製品およびサービスが環境影響に対し

て適切であり、継続的改善および汚染の予防に関する
コミットメントとして、毎年度、環境方針を設定し、
当社で働くまたは当社のために働くすべての方々に周
知しています。

●環境方針 (2015年 4月1日改訂版）

EMS に基づく社員の教育訓練
 環境マネジメントシステム（EMS）は、全員参加

で行っています。定期的に社員の教育訓練や内部環境
監査員の養成などを行い、社員の力量向上に努めてい
ます。

CKD経営層 環境管理委員会 小牧工場

春日井工場

犬山工場

四日市工場

本社スタッフ

営業本部

自動機械事業本部

コンポーネント本部

購買本部

取得対象

国内全社

タイ工場

中国工場

取得日

2000年12月8日

2004年1月14日

2009年1月4日
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環境目標・地球温暖化防止対策への取り組み
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環境目標と実績
◇環境負荷低減型商品の開発および拡販

1. 当社基準を満たしたエコ製品の開発および発売
 → 年間の開発・発売件数に目標を設けています。
  2014 年度目標達成率は 107% となりました。

2. 環境負荷低減型商品を拡販する
 → 前年度比 10％アップを目標としています。
  2014 年度目標達成率は 115% となりました。

3. 環境負荷低減型商品に対する顧客の改善要求情
 報を収集し、開発・改良を提案する
 → 営業担当部門に目標件数を設けています。
  2014 年度目標達成率は 92％で、目標を達成
  することができませんでした。
  今後もお客様の声を環境商品開発に生かす活動
  を継続します。

◇環境汚染物質の削減
1. REACH 規則に対応する製品含有化学物質
 データの収集とデータベース構築
 →お客様から含有物質データ提供要求にお応え
  するために、AIS 等のデータ収集を進めてい
  ます。

◇省エネ・省資源の推進
1. インフラ・生産工程を改善し、エネルギー使用量
 を前年度比 1% 以上 ( 付加価値額原単位 ) 削減
 する
 → 省エネ法削減努力目標の年１％（原単位）を
  目標としています。
  201４年度は、2010 年度と比較してエネル
  ギー使用量を 1.3％削減し、原単価で 16％削
  減できました。
  2011 年から 2014 年までの 4 年間で原単
  位での年平均削減率▲4％を達成しています。

地球温暖化防止対策への取り組み
◇エネルギー使用量の推移

前年度比１% 以上削減 ( 原単位）を目標とし、省エ
ネ設備の導入、工程エアー消費量削減等の改善活動を
継続的に実施し、エネルギー使用量の削減を図ってい
ます。

（注）原単位：付加価値【KL/ 百万円】(2010 年度基準）

◇温室効果ガス排出量（CO2）の推移

◇消費電力の推移

(TCO2) (TCO2/百万円)
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散水ｺﾝﾄﾛｰﾗ

電磁弁

手洗水
雨水

部品洗浄水
冷却水

雨水

手洗水
処理施設

事務所生産工場
散水ｺﾝﾄﾛｰﾗ

電磁弁

手洗水部品洗浄水
冷却水

雨水 処理施設

事務所生産工場

雨水
手洗水

再生水
処理槽

環境保全への取り組み

小牧、春日井、犬山、四日市の国内４工場ごとに、環境保全を徹底するための目標と管理体制を整
備しています。

環境法規制と順守状況
当社の活動には、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、

廃掃法をはじめ各種環境法が適用されています。
また、罰金や制裁措置などの規制違反や環境影響を及
ぼす化学物質等の漏出事故はありません。
＜小牧・本社工場の土壌・地下水汚染の浄化＞

土壌調査の結果、基準値を上回る有害物質が検出さ
れたため、2014 年 9 月に行政へ届出および報告し、
計画的かつ継続的に措置を進めています。

廃棄物
国内４工場において発生する廃棄物の分別、排出、

保管、委託処理を管理し、廃棄物の削減・再資源化に
取り組んでいます。
◇産業廃棄物の推移

2014 年度は生産移管のため廃プラのリサイクル
が滞り、排出量が増加する結果となりました。

リサイクルを進めています。

◇PRTR 法対象－指定化学物質の排出状況
　(2014 年度 )

※他の工場では、届出対象物質はありません。

環境に関する設備投資状況
環境保全を目的とした国内４工場における主な設備

投資活動内容を紹介します。
投資金額は、主に設備金額を集計し、人件費等は含

めておりせん。

環境保全への取り組み
小牧・本社工場では、自社商品を使った工場緑化の

ための再生水の活用を行っています。

工場緑化対応のポイント
①自動散水システムの導入により無人化
②雨水を散水に活用
③工場排水を散水に利用
特に夏場の芝生への散水は１㎡あたり 1 日５ℓ程度

必要とされています。芝生面積 2,000 ㎡では、1 日
10 ㎥（＝1000ℓ）の水が必要になるため、その分
の上下水道費用の削減を計ることができます。

アンチモン

塩化第二鉄

四日市工場

犬山工場

化学物質名届出工場
移動量

廃棄物 大気 水域

排出量

土壌

0.34

0

0

0

0

0

0

0

汚染地下水の

揚水浄化

基準超過土壌は2014年10月～11月に

掘削除去し、許可施設に搬出処理しました。

2015年7月から揚水浄化を開始し、

濃度変化を監視しています。

汚染土壌の

掘削除去

投資金額 主な内容

2010年度 56百万円

照明装置の改善、

高効率変圧器への更新、

環境測定、緑地管理

2011年度 97百万円

照明装置の改善、

高効率変圧器への更新、

環境測定、緑地管理

2012年度 175百万円

高効率空調設備への更新、

インバータ式エアコンプレッサへの

更新

2013年度 120百万円

照明装置の改善、

インバータ式エアコンプレッサへの

更新

2014年度 253百万円

エネルギー転換

（重油、ＬＰガス→都市ガス）

高効率空調設備への更新

再生水活用例 

(t) (t/百万円)
産業廃棄物排出量(t)

付加価値額（原単位)
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環境目標と実績
◇環境負荷低減型商品の開発および拡販

1. 当社基準を満たしたエコ製品の開発および発売
 → 年間の開発・発売件数に目標を設けています。
  2014 年度目標達成率は 107% となりました。

2. 環境負荷低減型商品を拡販する
 → 前年度比 10％アップを目標としています。
  2014 年度目標達成率は 115% となりました。

3. 環境負荷低減型商品に対する顧客の改善要求情
 報を収集し、開発・改良を提案する
 → 営業担当部門に目標件数を設けています。
  2014 年度目標達成率は 92％で、目標を達成
  することができませんでした。
  今後もお客様の声を環境商品開発に生かす活動
  を継続します。

◇環境汚染物質の削減
1. REACH 規則に対応する製品含有化学物質
 データの収集とデータベース構築
 →お客様から含有物質データ提供要求にお応え
  するために、AIS 等のデータ収集を進めてい
  ます。

◇省エネ・省資源の推進
1. インフラ・生産工程を改善し、エネルギー使用量
 を前年度比 1% 以上 ( 付加価値額原単位 ) 削減
 する
 → 省エネ法削減努力目標の年１％（原単位）を
  目標としています。
  201４年度は、2010 年度と比較してエネル
  ギー使用量を 1.3％削減し、原単価で 16％削
  減できました。
  2011 年から 2014 年までの 4 年間で原単
  位での年平均削減率▲4％を達成しています。

地球温暖化防止対策への取り組み
◇エネルギー使用量の推移

前年度比１% 以上削減 ( 原単位）を目標とし、省エ
ネ設備の導入、工程エアー消費量削減等の改善活動を
継続的に実施し、エネルギー使用量の削減を図ってい
ます。

（注）原単位：付加価値【KL/ 百万円】(2010 年度基準）

◇温室効果ガス排出量（CO2）の推移

◇消費電力の推移
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環境に配慮した商品開発への取組み

地球環境に配慮した商品の提供と企業活動を通じて持続的な環境保護に努めてまいります。

環境負荷低減型商品の開発
当社は、より環境レベルの高い商品を生み出すために、開発企画段階より意識的に環境レベル目標を組み込むこ

とが必要と考え、当社独自の「環境適合評価表」（※１）を用い、エコ商品の開発に取り組んでいます。
※１： 環境適合評価表：「顧客環境」と「社内環境」の両面からそれぞれ、「省エネ」「省資源」「廃棄物」「環
 境汚染」の４つの環境負荷項目について、環境レベルを評価するもの。

グリーン調達の強化
「環境」をキーワードとし、調達の段階から環境に配慮したグリーン調達活動を行っています。
環境にやさしい商品を開発する上で、購買品の厳選は必須です。お取引先様には、ISO14001 の認証取得、ま

たはこれに準じた環境マネジメントシステムの整備をお願いしているとともに、グリーン調達度の高いお取引先様
より優先的に調達しています。

環境に配慮した商品の紹介【自動機械商品】

リチウムイオン電池捲回機

リチウムイオン電池の素子を精度良く高速で製造する機
械です。
厳しい使用環境条件への対策として、銅系材料未使用の
機器製品の採用、密閉型カバーを装備しています。

環境負荷低減型ブリスターパック
エコブリスタ　FBPシリーズ

成形スクラップ、エア消費量、消費電力の大幅な削減を可
能とし、設置スペースの削減にも貢献します。

食品用ブリスターパック
エコブリスタ　ＣＦＦ-360Ｅ

成形スクラップ半減と自動分別回収を実現し、熱ロス低減
ヒーターにより消費電力も削減します。

３次元はんだ印刷検査機
VP6000-V/ＶＰ5200-Ｖ

鉛フリーはんだの印刷状態を高速で全数検査して歩
留まり向上と生産性向上に貢献するインラインタイプ
の自動検査機です。高密度実装の品質確保に貢献します。

環境汚染対策廃棄物削減省資源環境汚染対策省資源省エネ

環境汚染対策廃棄物削減省エネ環境汚染対策廃棄物削減省エネ
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環境に配慮した商品開発への取組み

地球環境に配慮した商品の提供と企業活動を通じて持続的な環境保護に努めてまいります。

環境負荷低減型商品の開発
当社は、より環境レベルの高い商品を生み出すために、開発企画段階より意識的に環境レベル目標を組み込むこ

とが必要と考え、当社独自の「環境適合評価表」（※１）を用い、エコ商品の開発に取り組んでいます。
※１： 環境適合評価表：「顧客環境」と「社内環境」の両面からそれぞれ、「省エネ」「省資源」「廃棄物」「環
 境汚染」の４つの環境負荷項目について、環境レベルを評価するもの。

グリーン調達の強化
「環境」をキーワードとし、調達の段階から環境に配慮したグリーン調達活動を行っています。
環境にやさしい商品を開発する上で、購買品の厳選は必須です。お取引先様には、ISO14001 の認証取得、ま

たはこれに準じた環境マネジメントシステムの整備をお願いしているとともに、グリーン調達度の高いお取引先様
より優先的に調達しています。

環境に配慮した商品の紹介【自動機械商品】

リチウムイオン電池捲回機

リチウムイオン電池の素子を精度良く高速で製造する機
械です。
厳しい使用環境条件への対策として、銅系材料未使用の
機器製品の採用、密閉型カバーを装備しています。

環境負荷低減型ブリスターパック
エコブリスタ　FBPシリーズ

成形スクラップ、エア消費量、消費電力の大幅な削減を可
能とし、設置スペースの削減にも貢献します。

食品用ブリスターパック
エコブリスタ　ＣＦＦ-360Ｅ

成形スクラップ半減と自動分別回収を実現し、熱ロス低減
ヒーターにより消費電力も削減します。

３次元はんだ印刷検査機
VP6000-V/ＶＰ5200-Ｖ

鉛フリーはんだの印刷状態を高速で全数検査して歩
留まり向上と生産性向上に貢献するインラインタイプ
の自動検査機です。高密度実装の品質確保に貢献します。

環境汚染対策廃棄物削減省資源環境汚染対策省資源省エネ

環境汚染対策廃棄物削減省エネ環境汚染対策廃棄物削減省エネ

環境に配慮した商品開発への取り組み

【機器商品】

電動アクチュエータ
ETS・ECS・ETV・ECVシリーズ

モーターレスであるため、お客様が使い慣れたモーター
を自由に選定して使用できます。
ボールねじとベルト駆動、標準と低発塵仕様の４つのバリ
エーションをそろえたことで、業種業界を問わず幅広い
分野で設備の汎用化による設備削減に貢献します。

静電容量式電磁流量センサ
WFCシリーズ

流路に電極のない構造でゴミや異物に強い静電容量式
流量センサです。直管部を設ける必要が無く、直接L形配
管が可能です。最大約６０％の配管スペースの削減に貢
献します。

リニアスライドシリンダ
LCWシリーズ

L形３面取付テーブルの採用により、お客様の取付金具
の削減等、作業効率の向上および軽量化・省スペースに
貢献します。
業界初のロッド側落下防止オプションもラインアップしま
した。

アブソデックス小型タイプ
AX7000シリーズ

業界最高クラスの高分解能エンコーダを搭載したダイレ
クトドライブアクチュエータです。
従来機種と比べて約８倍の分解能（４１９万パルス/回転）
によりガラス基板や電子部品のより精密な位置合わせや
位置決めが可能になります。

メタルフリー２ポート電磁弁
MKB3シリーズ

ボディ幅１４ｍｍの薄形コンパクト設計、独自の取付アタ
ッチメントで設置工数や並列設置の際のフットプリントの
削減、装置・システムの小形化を実現します。省電力基板
搭載により通電時の消費電力を削減しています。

ウエア形ダイアフラムバルブ
ＳＷＤ・MWDシリーズ

独自の内部設計により、液溜りが少なく医薬品製造工程
での洗浄時間の短縮、洗浄液の削減を実現します。
小形アクチュエータ採用により省スペース化を図り、さら
にＳＷＤはエア消費量の削減にも貢献します。

省資源省資源省エネ

省エネ

環境汚染対策省資源省エネ省資源省エネ

省スペース 省スペース

35CKD CSR レポート 2015



36CKD CSR レポート 2015

損益計算書データ

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

貸借対照表データ

総資産額

有利子負債合計

純資産額

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

主要な財務指標

１株当たり当期純利益（EPS）( 円 )

１株当たり純資産額（BPS）( 円 )

売上高営業利益率 (％)

売上高経常利益率 (％)

売上高当期純利益率 (％)

総資産当期純利益率（ROA）(％)

自己資本当期純利益率（ROE）(％)

自己資本比率 (％)

部門別売上高

自動機械部門

機器部門

合計

海外売上高 ( 占有率 )

アジア

（％）

その他

（％）

合計

（％）

72,020

20,657

7,502

7,528

4,577

72,171

5,850

45,335

4,048

△1,048

3,000

△766

73.40

714.46

10.4

10.5

6.4

6.8

10.5

62.8

13,061

58,959

72,020

13,080

18.2

1,785

2.5

14,865

20.6

72,804

19,655

6,067

6,213

3,741

70,079

4,040

48,322

3,775

△3,020

754

△2,450

58.96

761.54

8.3

8.5

5.1

5.3

8.0

69.0

14,762

58,041

72,804

12,712

17.5

2,047

2.8

14,760

20.3

65,031

17,022

3,244

3,517

2,452

71,742

5,070

50,852

7,008

△5,017

1,990

△57

38.99

814.25

5.0

5.4

3.8

3.5

4.9

70.9

14,202

50,828

65,031

11,966

18.4

1,565

2.4

13,532

20.8

75,491

23,151

7,883

8,136

5,456

86,711

3,446

57,712

9,754

△6,224

3,530

△2,330

87.36

924.09

10.4

10.8

7.2

6.9

10.1

66.6

15,113

60,377

75,491

14,815

19.6

2,214

2.9

17,029

22.5

83,379

25,439

8,363

8,735

6,010

96,018

5,411

65,555

6,226

△4,755

1,471

618

96.25

1049.7

10.0

10.5

7.2

6.6

9.8

68.3

15,920

67,458

83,379

20,455

24.5

2,571

3.1

23,027

27.6

企業データ

2011年 3月 2012 年 3月 2013 年 3月 2014 年 3月 2015 年 3月

（単位：百万円　百万円未満切捨て）
連結



企業データ

代表取締役社長

代表取締役専務執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

社外取締役

社外取締役

梶本 一典

野澤 好令

徳田 重友

西尾 竜也

加川 純一

浅井 紀子

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

常勤監 査役

社 外監 査役

社 外監 査役

社 外監 査役

内永 恭一

高橋 卓也

山内 吉一

種瀬 雅久

市村 理明

湯原 真司

岩田 徹

奥岡 克仁

国保 雅文

坪井 和巳

林 公一

南谷 直毅

澤泉 武

取締役・監査役・執行役員　2015 年 6 月 23 日現在

発行可能株式総数
発 行 済 株 式 総 数

株 主 数

株 主 名 簿 管 理 人

大株主 233,000,000株
 69,429,349株

7,908名

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株式の状況　2015 年 3 月 31 日現在

日本卜ラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)

CKD持株会

日本マスター卜ラス卜信託銀行株式会社(信託口)

住友生命保険相互会社

三井住友海上火災保険株式会社

株式会社三井住友銀行

CKD協力企業投資会

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE-HCROO

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

7.11

4.94

3.08

3.06

2.58

2.53

2.49

2.44

2.40

2.28

4,440

3,087

1,924

1,914

1,610

1,581

1,552

1,526

1,497

1,423

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

※上記持株比率は自己株式を除いて計算しております
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